
昭和45年10月5日

区 のお知らせ

第230 号( 1)

足 立 区

企 画 室
( 882) 1111

足立区千住一丁目50

街頭行政相談
10月11日から17日までは、行政

相談週間です。役所が取り扱って
いる仕事について不平、不満、要望
、意見などがありましたら、お気
軽においでください。

日時　10月14日( 木) 午後1時～3時
場所　東武西新井大師駅前青年館

前

人口調べ
( 昭和45年9 月1 日現在)

世帯　178, 451
男　　293, 976

女　　281, 004

計　　574, 980

( 前月より264人減)

1
0
月
6
日
～
1
5
日

秋
の
交
通
安
全
運
動

裏
通
り
の
事
故
防
止
に
重
点

交
通
公
害
追
放
も
加
わ
る

交
通
事
故
の
防
止
は
、い
ま
や
全
世
界
の
願
い
で
す
が
、い
ろ
い
ろ
な
防
止
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、事
故
は
い
っ
こ
う
に
減
り
ま
せ
ん
。こ

と
し
八
月
十
六
日
現
在
で
は
、昨
年
同
期
よ
り
十
二
日
も
早
く
全
国
の
死
者
が
、一
万
人
を
突
破
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
ん
な
状
況
の
中
で
、

こ
と
し
の
「秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が
、十
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
展
開
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、区
交
通
安
全
協
議
会
(
会

長
、足
立
区
長
)
で
は
、去
る
九
月
二
十
一
日
会
議
を
開
き
、区
民
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
、次
の
よ
う
な
こ
と
を
重
点
に
運
動
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。一
日
も
早
く
、交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

都
内
の
自
動
車
は
、こ
と
し
五
月
現

在
で
二
百
五
万
台
を
こ
え
、全
国
で
は

約
千
七
百
万
台
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。朝
夕
の
通
勤
時
の
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転

は
、日
常
化
し
て
し
ま
い
、通
勤
者
は

イ
ラ
イ
ラ
し
が
ち
で
す
。し
か
し
、そ

ん
な
結
果
が
、次
に
み
ら
れ
る
と
お
り

の
事
故
発
生
件
数
と
な
っ
て
現
わ
れ
て

い
ま
す
。

東
京
都
交
通
災
害
対
策
本
部
が
ま
と

め
た
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、こ
と
し
六
月
現

在
で
、都
内
全
域
で
三
万
二
千
二
百
三

十
一
件
の
人
身
事
故
が
あ
り
、わ
ず

か
な
が
ら
減
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の

う
ち
死
亡
者
は
、
三
百
十
九
名
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

日
光
街
道
・
環
七
は
事
故
多
発
地
帯

区
交
通
安
全
協
議
会
発
行
の
「交
通

安
全
白
書
」に
よ
れ
ば
、四
十
四
年
中

の
区
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、お

よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、区
内
で
最
も
事
故
の
多
い
道

路
は
日
光
街
道
で
、以
下
環
状
七
号
線

王
子
金
町
線
、旧
日
光
街
道
、桜
土
手

通
り
、鳩
谷
街
道
な
ど
の
順
で
す
。

こ
の
ほ
か
、区
内
に
は
細
い
裏
通
り

が
た
く
さ
ん
あ
り
、幹
線
道
路
の
混
雑

を
避
け
て
は
い
っ
て
く
る
車
の
た
め
、

事
故
が
め
だ
っ
て
ふ
え
て
い
ま
す
。

事
故
発
生
件
数
は
2
3
区
中
四
位

四
十
四
年
中
区
内
で
起
き
た
事
故
件

数
は
、三
千
七
百
九
十
二
件
で
二
十
三

区
中
第
四
位
。こ
れ
に
よ
る
死
傷
者
は

四
千
九
百
八
名
で
、う
ち
死
亡
者
が
五

十
四
名
、重
傷
者
四
百
六
十
六
名
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
事
故
死
は
ト
ッ
プ

こ
れ
を
、こ
ど
も
だ
け
の
数
字
を
ひ

ろ
っ
て
み
ま
す
と
、十
四
件
で
、江
戸

川
区
と
並
ん
で
最
高
の
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。他
区
の
場
合
を
み
て
も
、周
辺

区
で
、事
故
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

足
立
区
の
場
合
は
、
そ
の
典
型
的
な
事

故
多
発
地
帯
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。

こ
ど
も
と
老
人
の
安
全
確
保
を

今
回
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、全
都

共
通
の
も
の
と
し
て
、(
1
)
歩
行
者
、特

に
こ
ど
も
と
老
人
の
安
全
確
保
　
(
2
)
二
輪
車

(
自
転
車
を
含
む
)
の
事
故
防
止
　
(
3
)

飲
酒
運
転
の
追
放
　
(
4
)
無
謀
運
転

の
追
放
　
(
5
)
交
通
公
害
の
追
放
。こ
れ

に
、
区
独
自
で

「
裏
通
り
に
お
け
る
事

故
防
止
」
を
加
わ
え
ま
し
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
、
一
人
ひ
と
り
の

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
認
識
と
実
行
が

な
け
れ
ば
、
事
故
は
防
げ
ま
せ
ん
。
お
互

い
が
「
相
手
の
立
場
、
気
持
に
な
っ
て
」

ゆ
ず
り
合
え
ば
、
事
故
は
必
ず
防
げ

る
は
ず
で
す
。

車
を
運
転
す
る
と
き
、
道
路
を
歩
く
と

き
、
ど
う
ぞ
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

道
路
を
歩
く
と
き
…

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、遠
ま
わ

り
で
も
、
必
ず
横
断
歩
道
や
横
断
歩

道
橋
を
渡
る
。

▽
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
、左
右
を

確
か
め
、右
手
を
あ
げ
る
な
ど
、運

転
者
に
ハ
ッ
キ
リ
合
図
し
て
か
ら
。

▽
な
な
め
横
断
や
横
断
禁
止
場
所
で
の

横
断
は
し
な
い
。

車
を
運
転
す
る
と
き
…

▽
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横
断
し
て
い

る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
必
ず

一
時
停
止
す
る
。

△
交
差
点
、
横
断
歩
道
の
付
近
で
は
、

追
い
抜
き
、
追
い
越
し
を
し
な
い
。

▽
乗
る
前
に
は
、
必
ず
点
検
整
備
す
る

▽
混
雑
し
て
い
る
裏
通
り
や
商
店
街
な

ど
で
は
歩
行
者
に
は
特
に
注
意
。

▽
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
。

▽
ジ
グ
ザ
グ
運
転
や
割
込
み
運
転
は
、

絶
対
に
し
な
い
。

▽
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

▽
信
号
無
視
、
制
限
速
度
違
反
、
追
越

違
反
、
過
積
載
、
一
時
停
止
違
反
、

徐
行
違
反
等
は
絶
対
に
し
な
い
。

自
転
車
に
の
る
と
き
…

▽
自
分
の
体
に
合
っ
た
自
転
車
に
の
る

▽
道
路
は
左
側
を
一
列
に
走
る
。

▽
二
人
乗
り
や
片
手
ハ
ン
ド
ル
で
乗
ら

な
い
。

▽
大
き
な
、
重
い
荷
物
は
積
ま
な
い
。

特
に
お
母
さ
ん
が
た
へ

○
歩
車
道
の
区
別
が
な
い
道
路
は
必
ず

右
側
を
歩
き
、
幼
児
づ
れ
の
と
き

は
背
負
う
か
、
右
手
で
手
を
つ
な
ぎ

、
車
の
通
ら
な
い
側
を
歩
か
せ
る

○
ゲ
タ
や
サ
ン
ダ
ル
を
避
け
、
な
る
べ

く
靴
を
は
か
せ
る

○
右
側
歩
行
を
習
慣
づ
け
る

○
こ
ど
も
の
道
路
へ
の
と
び
だ
し
は
、

絶
対
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
す
る

区
民
交
通
災
害

共
済
へ
加
入
を

年
間
二
百
円
と
い
う
わ
ず
か
な
掛

金
で
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
、
二
千
円
か
ら
五
十
万
円
ま
で

の
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
「
交
通

災
害
共
済
」
が
発
足
し
て
、
満
二

年
を
迎
え
ま
し
た
。

加
入
方
法
は
簡
単
…

新
し
く
加
入
さ
れ
た
い
か
た
や

継
続
加
入
さ
れ
た
い
か
た
は
、
区

役
所
ま
た
は
第
二
庁
舎
、
各
出
張

所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
額
…

死
亡
…
五
十
万
円
　
全
治
六
か

月
以
上
の
傷
害
…
十
万
円
　
三
か

月
以
上
…
五
万
円
　
一
週
間
以
上

…
五
千
円
　
一
週
間
末
満
…
二
千

円
。く
わ
し
く
は
、区
役
所
内
、

交
通
災
害
共
済
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。

事
故
に
あ
つ
た
ら
交
通
相
談
所

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
を
起
こ

し
た
り
、
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
と

き
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
交
通

相
談
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

被
害
者
、加
害
者
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
、損
害
賠
償
や
示
談
の

し
か
た
に
つ
い
て
、正
し
い
解
決
方

法
を
お
教
え
し
ま
す
。

足
立
交
通
相
談
所
(
区
役
所
別

館
内
)
　
八
八
一
-
七
四
七
四

受
付
け
は
、午
前
九
時
～
午
後

四
時
。(
土
曜
日
は
午
前
十
一
時

ま
で
)
　
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
み

第11・16・17・19出張所管内の各一部を統合

東 栗原 出張所( 仮称) を新設

11月2 日から事務開始予定

区
で
は
、区
内
人
口
の
増
加
に
伴
い

区
民
の
み
な
さ
ん
に
最
も
身
近
な
、区

役
所
出
張
所
の
適
正
配
置
を
進
め
て
い

ま
す
が
、こ
の
ほ
ど
、東
栗
原
町
に
「

東
粟
原
出
張
所
」(
仮
称
)
を
開
設
し

ま
す
。

こ
の
出
張
所
の
所
管
と
な
る
区
域
の

み
な
さ
ん
に
は
、十
月
十
日
ご
ろ
町
会

自
治
会
を
通
じ
、く
わ
し
い
案
内
を
書

い
た
チ
ラ
シ
を
、
お
配
り
す
る
予
定
で

す

。東
栗
原
出
張
所
で
の
事
務
取
扱
い

開
始
は
十
一
月
二
日
か
ら
の
予
定

新
し
く
開
設
さ
れ
る
東
栗
原
出
張
所

で
の
事
務
取
扱
い

は
、十
一
月
二
日
(

月
)
か
ら
開
始
の
予

定
で
す
。(
九
月
の

区
議
会
定
例
会
で
議

決
後
正
式
に
決
定
さ

れ
ま
す
。

所
在
地
=
東
栗
原
土

地
区
画
整
理
地
内

仮
番
二
八
ブ
ロ
ッ

ク出
張
所
の

所
管
区
域

東
栗
原
出
張
所
の

所
管
区
域
は
、別
図

の
と
お
り
、
第
十
一

・
十
六
・
十
七
・
十

九
出
張
所
の
各
一
部
区
域
を
合
わ
せ
た

区
域
と
な
る
予
定
で
、そ
の
町
名
は
次

の
と
お
り
で
す
。

東
栗
原
出
張
所
の
所
管
区
域

中
央
本
町
三
・
四
・
五
丁
目
/
青
井

一
・
四
・
五
・
六
丁
目
/
平
野
一
・
二
　

三
丁
目
/
竹
塚
町
/
東
島
根
町
/
東
栗

原
町
/
六
町
/
保
塚
町
/
西
加
平
町
/

六
町
/
西
六
町

所
管
区
域
面
積
=
約
二
・
九
平
方
㌔
㍍

人
口
=
二
万
二
千
百
十
三
人

世
帯
数
=
六
千
九
百
三
十
四
世
帯

延
べ
建
築
面
積
=
二
九
六
・
二
〇
平
方

㍍
/
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

建
築
費
=
二
千
五
十
二
万
三
千
円

施
設
内
容
=
出
張
所
事
務
室
(
八
四
・

五
五
平
方
㍍
)
　
学
習
室
(
四
九
平

方
㍍
)
　
会
議
室
<
日
本
間
>
(
六

〇
・
三
三
平
方
㍍
/
三
〇
畳
)

東
栗
原
出
張
所
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
区
民
部
管
理
課
へ
ど
う

ぞ
。(

電
話
は
申
請
中
)

東栗原出張所所管区域( 予定)

不
良
整
備
車
の

取
締
り
強
化

東
京
の
大
気
汚
染
原
因
の
一
つ
に
、

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
が
あ
り
ま
す
。
運

輸
省
で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
、
こ
と

し
八
月
一
日
か
ら
規
則
を
改
定
し
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
、
自
動
車
の
検
査
を

不
合
格
に
し
て
い
ま
す
。

排
気
ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
「
一
酸
化

炭
素
」
の
量
(
濃
度
)
が
、
ア
イ
ド
リ

ン
グ
時
に
五
・
五
%
以
上
の
場
合
。

(
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
と
は
、
自
動
車

が
停
車
し
て
い
る
状
態
で
、
エ
ン
ジ
ン

を
作
動
し
て
い
る
時
の
こ
と
)

こ
の
規
定
量
を
越
え
て
い
る
車
は
、

車
検
の
と
き
合
格
し
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
警
視
庁
が
行
な
う
街
頭
取
締
り
の

対
象
車
に
も
な
り
ま
す
。

き
れ
い
な
空
気
は
、
み
ん
な
の
財
産

で
す
。
み
な
さ
ん
の
愛
車
が
「
不
良
車

両
」
と
な
ら
な
い
よ
う
点
検
整
備
を
十

分
心
が
け
ま
し
ょ
う

。

(
東
京
都
陸
運
事
務
所
足
立
支
所
)

ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い

―
―
善
行
・
模
範
青
少
年
―
―

区
で
は
、
「
青
少
年
と
と
も
に
す
す

む
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の

運
動
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
で
よ
い
行

な
い
を
し
た
青
少
年
を
ほ
め
た
た
え
、

あ
す
の
よ
り
よ
い
社
会
人
と
し
て
成
長

す
る
よ
う
に
、
明
る
い
希
望
と
力
づ
け

を
す
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
よ
う
な
青
少
年
が
、

あ
な
た
の
お
近
く
に
い
ま
し
た
ら
、
ど

し
ど
し
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

行
為
内
容
　
(
1
)
勇
気
や
親
切
で
、
周
囲

を
明
る
く
し
た
行
な
い
　
(
2
)
公
徳
心
を

高
め
た
行
な
い
　
(
3
)
自
立
心
に
富
ん
だ

行
な
い
　
(
4
)
誠
実
・
責
任
・
努
力
が
認

め
ら
れ
る
行
な
い
、
な
ど
。

資
格
年
齢
　
十
八
歳
未
満
で
、
区
内
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
青
少
年

行
為
対
象
の
期
間
　
昭
和
四
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日

以
内
に
あ
っ
た
行
為

推
せ
ん
方
法
　
学
校
や
職
場
お
よ
び
各
種

団
体
等
か
ら
、
被
推
せ
ん
者
を
青
少

年
対
策
地
区
委
員
会
を
通
じ
て
、
足
立

区
長
に
提
出
す
る
。

く
わ
し
く
は
、
区
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
青
少
年
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)
で
は
、

楽
し
み
な
が
ら
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
「教

室
」を
開
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。お
申
込
み
は
、

直
接
セ
ン
ター
事
業
係
へ
。
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
　
月
曜
は
休
館

コ
ー
ラ
ス
指
導
　
日
時
…
十
月
七
日
(
水
)
午
後
三
時
　
講
師
…

池
田
輝
樹
氏

生
花
教
室
<
古
流
>
　
日
時
…
十
月
九
日
(
金
)
午
前
十
時
　
講

師
…
岩
佐
マ
チ
氏
　
材
料
費
…
二
〇
〇
円
　
(
は
さ
み
持
参
)

文
学
教
室
<
蜻
蛉
日
記
>
　
日
時
…
十
月
十
三
日
(
火
)
午
後
一

時
三
〇
分
　
講
師
…
阿
川
昔
氏

手
芸
教
室
<
七
宝
焼
>
　
日
時
…
十
月
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
　

講
師
…
中
村
俊
介
氏
　
材
料
費
…
五
〇
〇
円
程
度
(
カ
フ
ス
・
タ

イ
ピ
ン
・
ブ
ロ
ー
チ
・
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
)

料
理
教
室
<
中
国
風
豆
腐
と
お
総
菜
>
　
日
時
…
十
月
二
十
二
日

(
木
)
午
後
一
時
三
〇
分
　
講
師
…
増
田
幸
永
氏

オ
ル
ガ
ン
教
室
　
日
時
…
十
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時
　
講

師
…
池
田
輝
樹
氏

絵
画
教
室
　
<
ス
ケ
ッ
チ
=
房
総
方
面
>
　
日
時
…
十
月
三
十
一
日

(
土
)
～
十
一
月
一
日
(
日
)
　
講
師
…
木
村
林
吉
氏
　
経
費
…
二

五
〇
〇
円
程
度

■
青
年
文
化
教
室
(
第
十
七
回
)

区
青
年
館
で
は
、
次
の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
講
座
を
開

き
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
　
十
月
十
五
日
～
十
一
月
二
十
六
日
ま
で
の
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六
時
三
〇
分
～
八
時
三
〇
分

場
所
　
足
立
区
青
年
館
(
西
新
井
大
師
駅
前
)

料
理
《
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
お
総
菜
》
　
講
師
―
沢
田
千
津
子
氏

ペ
ン
習
字
《
初
歩
か
ら
鑑
賞
作
品
の
書
き
方
》
　
講
師
-
川
野
博
之

氏
手
芸
《
つ
ま
み
画
》
　
講
師
―
石
塚
一
枝
氏

受
講
料
　
無
料
(
但
し
、
材
料
費
は
実
費
負
担
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
二
十
五
歳
以
下
の
か
た

申
込
み
先
　
直
接
区
青
年
館
へ
(
各
科
目
と
も
定
員
五
〇
名
に
な
り

し
だ
い
綿
切
り
)
　
十
月
七
日
(
水
)
九
時
か
ら
受
付
け

八
九
〇
-
〇
〇
六
一

○

○

○

○

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
を

○

○

○

○

■
敬
老
慰
安
大
会

区
と
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
区
内
の
お
と
し
よ
り
(
満
八
十
歳

以
上
)
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

次
の
よ
う
な
「敬
老
慰
安
大
会
」を
催
し
ま
す
。こ
れ
に
該
当
す
る
お

と
し
よ
り
は
、
す
べ
て
当
日
入
場
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時
…
十
月
十
七
日
(
土
)
午
後
一
時
よ
り
　
場
所
…
区
文
化
会
館

(
八
八
六
-
八
八
六
〇
)
　

催
し
も
の
…
<
浪
曲
>
東
家
浦
太
郎
・

玉
川
勝
太
郎
　
ほ
か
に
慢
才
、
音
楽
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

当
日
、
入
場
さ
れ
る
方
に
は
会
場
で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■ 区役所の電話882- 11111　第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　東部福祉事務所605- 7101　中部福祉事務所889- 1481
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ど
う
ぞ
参
加
、ご
観
覧
く
だ
さ
い

展
覧
会
や
舞
踊
な
ど
多
彩

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、区
民
の
み
な
さ
ん
に
、芸
術
・
文
化
の
香
り
豊
か
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
、毎
年
十
一
月
三
日
「文
化
の
日
」を
中
心
に
、芸
術
作
品
の
展
覧
会
や
芸
能
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
総
合
展
覧
会

【日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
展
】　
日
時
―

十
月
三
十
一
日
～
十
一
月
二
日
午
前

九
時
～
午
後
七
時
(
二
日
は
午
後
三
時

ま
で
)
　
会
場
―
区
産
業
振
興
館

【華
道
展
】　
日
時
―
十
一
月
三
日
～

五
日
　
午
前
九
時
～
午
後
七
時
(
五
日

は
午
後
五
時
ま
で
)
　
会
場
―
区
産
業

振
興
館

【書
道
・
水
石
展
】　
日
時
―
十
一
月

六
日
～
八
日
　
午
前
九
時
～
午
後
七
時

(
八
日
は
午
後
三
時
ま
で
)
　
会
場
―
区

産
業
振
興
館

【手
芸
・
写
真
・
俳
句
展
】　
日
時
―

十
一
月
九
日
～
十
一
日
　
午
前
九
時
～

午
後
七
時
(
十
一
日
は
午
後
五
時
ま

で
)
　
会
場
―
区
産
業
振
興
館

■
芸
能
大
会

【
民
謡
】
<
瑞
穂
の
会
>
　
日
時
―
十

一
月
一
日
(
日
)
　
午
前
九
時
～
午
後

九
時
　
会
場
―
区
産
業
振
興
館

【
総
合
芸
能
】
<
と
く
さ
会
>
　
日
時

―
十
一
月
三
日
(
火
)
　
正
午
～
午
後

九
時
　
会
場
―
区
産
業
振
興
館

【吟
詠
】<
吟
詠
連
盟
>
　
日
時
―
十

一
月
八
日
(
日
)
　
午
前
九
時
～
午
後

九
時
　
会
場
―
区
産
業
振
興
館

【洋
舞
踊
】<
洋
舞
踊
団
体
>
　
十
一

月
一
日
(
日
)
　
午
後
一
時
～
四
時
　

会
場
―
区
文
化
会
館

【邦
楽
舞
踊
】<
邦
楽
舞
踊
連
盟
>
　

日
時
―
十
一
月
三
日
(
火
)
　
午
前
十

一
時
～
午
後
四
時
　
会
場
―
区
文
化
会

館【民
謡
】<
民
謡
団
体
連
盟
>
　
日
時
―

十
一
月
七
日
(
土
)
・
八
日
(
日
)
　

午
前
九
時
～
午
後
九
時
　
会
場
―
区

文
化
会
館■

各
種
大
会

【茶
道
大
会
】<
区
茶
道
協
会
>
　
日

時
―
十
一
月
三
日
～
五
日
　
午
前
九
時

～
午
後
五
時
　
会
場
―
区
産
業
振
興
館

【短
歌
大
会
】<
足
立
歌
人
ク
ラ
ブ
>
　

日
時
―
十
一
月
三
日
(
火
)
　
午
後

一
時
～
五
時
　
会
場
―
区
青
年
館

【謡
曲
大
会
】<
謡
曲
連
盟
>
　
日
時
―
十

一
月
一
日
(
日
)
　
午
前
九
時
～

午
後
五
時
三
〇
分
　
会
場
―
区
青
年
館

【俳
句
大
会
】<
区
俳
句
連
盟
>
　
日

時
―
十
一
月
三
日
(
火
)
　
正
午
～
午

後
五
時
三
〇
分
　
会
場
―
そ
ば
久
別
館

【将
棋
大
会
】<
日
本
将
棋
連
盟
足
立

支
部
>
　
日
時
―
十
一
月
一
日
(
日
)
　

午
前
十
時
～
午
後
九
時
　
会
場
―
正

和
将
棋
ク
ラ
ブ

【囲
碁
大
会
】<
日
本
棋
院
足
立
支

部
>
　
日
時
―
十
一
月
三
日
(
火
)
　
午

後
一
時
～
七
時
　
会
場
―
中
条
幼
稚
園

【
社
交
舞
踊
大
会
】
　
日
時
―
十
一
月

二
十
五
日
(
火
)
　
午
後
五
時
～
九
時
　

会
場
―
区
産
業
振
興
館

以
上
、く
わ
し
く
は
区
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

1
1月
1
日
か
ら

千
住
桜
木
町
に
住
居
表
示
実
施

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
、

千
住
桜
木
町
(
全
部
)
に
住
居
表
示
を
実

施
し
ま
す
。

新
町
名
は
、
「
千
住
桜
木
一
丁
目
」

・

「
千
住
桜
木
二

丁
目
」
と
な
り
ま

す
。今

回
実
施
さ
れ

る
面
積
は
、約

〇
・
二
七
平
方
㌔

㍍
。世
帯
数
は
、

約
一
千
二
百
世

帯
。今
回
で
、住

居
表
示
実
施
面
積

は
、二
六
・
二
一

平
方
㌔
㍍
と
な

り
、実
施
予
定
面

積
(
三
〇
・
七
六

平
方
㌔
㍍
)
に
対

す
る
割
合
は
、
八

五
・
二
〇
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
り
ま
す

第二十次住居表示実施区域図

住
所
変
更
届
を

住
居
表
示
に
よ
っ
て
、通
信
訪
問
が

た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
ま
す
が
、そ
れ

を
早
く
多
く
の
か
た
が
た
に
知
ら
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。ま
た
、官
公
署
の

公
簿
(
区
役
所
の
戸
籍
簿
・
住
民
基
本

台
帳
・
印
鑑
簿
・
選
挙
人
名
簿
・
国
保

・
年
金
台
帳
、税
務
署
・
都
税
事
務
所

な
ど
の
各
種
台
帳
な
ど
)
は
、役
所
で
書

き
か
え
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
本
人
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

(
1
)
登
記
の
不
動
産
物
件
の
所
有
者
名
義

人
な
ど
の
住
所
(
登
記
所
)
、(
2
)
自
動

車
検
査
証
(
陸
運
事
務
所
)
、(
3
)
運
転

免
許
証
(
所
管
の
警
察
署
)
、(
4
)
外
国

人
登
録
証
(
区
役
所
)
、(
5
)
国
保
・
年

金
加
入
者
証
(
区
役
所
)
な
ど
。こ
の

場
合
(
1
)
～
(
3
)
ま
で
は
、
「住
居
表
示
変

更
証
明
書
」(
住
居
表
示
課
ま
た
は
所
管

の
出
張
所
で
無
料
発
行
)
が
必
要
で

す
。
く
わ
し
く
は
、
住
居
表
示
課
へ
。

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
―

区
民
体
力
テ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

区
民
体
力
テ
ス
ト
は
、区
民
の
体
力

年
齢
を
測
り
、み
な
さ
ん
の
健
康
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
区
で
は
、
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
ー
を
保
存
し
、
今
後
の
社
会
体
育
の

参
考
資
料
に
し
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
八
日
(
日
)
午
前
十
時

～
午
後
四
時
(
雨
天
決
行
)

会
場
　
〔堤
北
地
区
〕=
区
立
第
九
中

学
校
体
育
館
(
梅
田
六
丁
目
三
二
-
一
　

八
八
七
-
七
七
九
一
)
　
東
武
線

梅
島
駅
下
車
三
分

〔堤
南
地
区
〕=
区
立
千
寿
第
一
小

学
校
体
育
館
(
千
住
三
丁
目
三
〇
　

八
八
八
-
六
五
三
六
)
　
国
電
常
磐
線

・
東
武
線
北
千
住
駅
下
車
徒
歩
三
分
　
都
営

・
東
武
バ
ス
千
住
二
丁
目
下
車
徒

歩
三
分

参
加
対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
、満
二
〇
歳
～
六
〇
歳
未
満
の
方

テ
ス
ト
料
　
無
料
(
テ
ス
ト
修
了
者
に

は
、体
力
測
定
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
)

申
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
職
業
を
記
入
し
て
次
の
と
こ

ろ
へ
申
込
む

足
立
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体

育
係
(
足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)

定
員
　
五
〇
〇
名
(
各

会
場
二
五
〇

名
)
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

服
装
　
運
動
に
適
す
る
も
の
を
着
用

テ
ス
ト
種
目
　
反
復
横
と
び
/
垂
直
と
び

/
握
力
/
仰
臥
上
体
お
こ
し
/
立
位

体
前
屈
/
閉
瞼
片
足
立
ち
/
踏
台
昇
降

/
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
/
急
歩

診
断
　
テ
ス
ト
の
結
果
を
総
合
す
れ
ば

あ
な
た
の
体
力
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が

ほ
ぼ
わ
か
り
ま
す
の
で
、
今
後
ど
ん

な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
を
、

お
教
え
し
ま
す
。

区
民
体
育
大
会
開
会
式

第
二
十
三
回
足
立
区
民
体
育
大
会
秋

季
大
会
の
総
合
開
会
式
を
、次
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。当
日
は
、陸
上
競
技

大
会
も
行
な
わ
れ
ま
す
。ど
う
ぞ
、お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い

日
時
　
十
月
十
日
(
土
)
体
育
の
日

場
所
　
区
営
北
千
住
公
園
陸
上
競
技
場
(

千
住
緑
町
二
丁
目
)

中
小
企
業
向
け
融
資

「
設
備
」二
〇
〇
万
円
・「
事
業
」五
〇
万
円
以
内

区
で
は
、
区
内
中
小
企
業
の
育
成
、

発
展
を
図
る
た
め
、
次
の
要
領
で
融
資

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
込
み
資
格
　
区
内
に
住
所
(
法
人
の

場
合
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
)
が

あ
り
、一
年
以
上
同
じ
事
業
を
営
ん
で

い
る
中
小
企
業
者
で
、前
年
度
の
特
別

区
民
税
を
完
納
し
、事
業
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
。

設

備

資

金

<
融
資
額
>
…
二
〇
〇
万
円
以
内

<
貸
付
期
間
>
…
三
十
六
か
月
(
す
え
置

き
六
か
月
を
含
む
)

<
利
率
>
…
年
利
八
・
五
%
以
内

事

業
資

金

<
融
資
額
>
…
五
〇
万
円
以
内

<
貸
付
期
間
>
…
十
二
か
月
(
す
え
置

き

二

か
月

を

含

む
)

<
利
率
>
…
年
利
七
・
八
%
以
内

申
込
み
先
　
区
経
済
課
商
工
係
(
申
込

み
用
紙
は
、
係
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
)融

資
の
説
明
会
を
開
き
ま
す

こ
の
中
小
企
業
融
資
の
申
込
み
方
法

や
条
件
な
ど
、
く
わ
し
い
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
九
日
(
金
)
　
午
後
一
時

場
所
　
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
関

原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
)

(
経
済
課
商
工
係
)

「
新
足
立
音
頭
」の
歌
詞
決
ま
る

1
0
月
1
3
日
に
発
表
会

区
観
光
協
会
で
は
、先
に
、区
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
「新
足
立
音
頭
」

の
歌
詞
を
募
集
し
ま
し
た
が
、次
の
二

名
の
か
た
が
入
選
と
決
ま
り
、こ

の
ほ
ど
、作
曲
と
踊
り
の
振
付
け
も

完
成
し
ま
し
た
。

○
川
村
芳
郎
(
新
田
一
丁
目
一
四
-

一
-
一
〇
三
)
　
○
青
木
正
造
(
西

新
井
五
丁
目
一
二
-
一
六
)
さ
ん
。

補
作
―
夢
虹
二
　
作
曲
―
細
川
潤
一
　

振
付
―
花
柳
秀
　
唄
―
藤
村
太
郎

・
池
松
文
子
。

こ
の
発
表
会
を
、十
月
十
三
日
(

火
)
午
後
一
時
よ
り
、区
文
化
会
館

で
行
な
い
ま
す
。(
当
日
は
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
が
、満
員
の
場
合

は
、
入
場
制
限
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
)

。
く
わ
し
く
は
区
役
所
経
済

課
商
工
係
へ
。

新
足
立
音
頭

一
、ハ
ァ
ー
　
ソ
レ

千
住
大
橋
　
渡
れ
ば
ひ
び
く

卸
市
場
の
　
勇
み
声
チ
ョ
イ
ト

あ
な
た
環
七
　
わ
し
ゃ
四
号
線

花
の
足
立
で
　
縁
む
す
び
縁
む
す
び

ソ
レ
さ
あ
さ
踊
れ
よ
な
か
よ
く
丸
く

足
立
音
頭
で
チ
ョ
イ
サ
ッ
サ

ソ
レ
　
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ

二
、ハ
ァ
ー
　
ソ
レ

藤
か
ぼ
た
ん
か
　
お
大
師
さ
ま
へ

両
手
合
わ
せ
る
恋
む
す
め
チ
ョ
イ
ト

見
た
か
浮
き
彫
り
　
大
鷲
氷
川

し
の
ぶ
一
茶
の
　
炎
天
寺
炎
天
寺

(
以
下
は
や
し
こ
と
ば
)

三
、ハ
ァ
ー
　
ソ
レ

昔
や
米
ど
こ
　
黄
金
の
穂
波

変
わ
る
足
立
は
人
の
波
チ
ョ
イ
ト

な
ら
ぶ
団
地
の
　
窓
・
窓
・
窓
に

月
も
さ
し
こ
む
　
竹
の
塚
竹
の
塚

(
以
下
は
や
し
こ
と
ば
)

四
、ハ
ァ
ー
　
ソ
レ

京
成
・
常
磐
・
地
下
鉄
・
東
武

客
を
選
ん
で
　
北
千
住
チ
ョ
イ
ト

足
立
よ
い
と
こ
　
し
ん
か
ら
愡
れ
て

い
つ
の
間
に
や
ら
住
み
つ
い
た

住
み
つ
い
た

(
以
下
は
や
し
こ
と
ば
)

都
電
・
都
バ
ス
の

無
料
乗

車

券

身
障
・
保
護
世
帯
な
ど
に

都
で
は
、次
の
よ
う
な
か
た
に
都
電

・
都
バ
ス
に
無
料
で
乗
車
で
き
る
「乗

車
パ
ス
」発
行
し
て
い
ま
す
。こ
れ

を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、
す
ぐ
手
続
き

を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、今
ま
で
パ
ス
を
使
用
さ
れ
て

い
た
か
た
は
、九
月
三
十
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、切
替
え
の

済
ん
で
い
な
い
か
た
も
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
乗
車
パ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
た

▽
身
体
障
害
者
〔一
～
四
級
〕(
身
体

障
害
者
手
帳
持
参
)
　
▽
精
神
薄
弱
者

〔一
～
三
度
/
満
十
八
歳
以
上
〕(
愛

の
手
帳
持
参
)
　
▽
戦
傷
病
者
〔特
別

～
第
四
項
傷
〕(
戦
傷
病
者
手
帳
持
参
)
　

▽
生
活
保
護
世
帯
〔一
世
帯
一
名
〕=

以
上
、申
込
み
は
各
福
祉
事
務
所
　

▽
母
子
年
金
受
給
世
帯
〔一
世
帯
一

名
〕(
国
民
年
金
証
書
持
参
)
=
申
込

み
は
区
役
所
国
民
年
金
課

▽
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
〔一
世
帯

一
名
〕(
児
童
扶
養
手
当
証
書
持
参
)
=

申
込
み
は
、
区
役
所
福
祉
課

持
参
す
る
も
の

(
1
)
前
記
カ
ッ
コ
内
の
手
帳
・
証
書
類
　
(
2
)

最
近
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

身
の
写
真
(
タ
テ
四
〇
㍉
・
ヨ
コ
三
〇

㍉
)
　
(
3
)
印
か
ん
　
(
4
)
切
替
え
手
続
き

の
か
た
は
、
使
用
済
の
パ
ス

十
六
ミ
リ
映
写
機

講
習
会

研
究
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
内
容
を

よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
、
十
六㍉
の

映
写
技
技
術
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
修
了
者
に

は
、
修
了
証
が
交
付
さ
れ
、
修
了
証

を
持
つ
人
の
い
る
団
体
は
、
都
・
区

の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
　
十
月
二
十
日
～
二
十
三
日
・

二
十
七
日
・
二
十
八
日

場
所
　
区
青
年
館
(
東
武
線
「
大
師

前
駅
」
前
)

内
容
　
映
画
会
の
開
き
方
/
実
習
(

フ
ィ
ル
ム
の
か
け
方
か
ら
故
障
の
発

見
と
処
理
ま
で
)
な
ど

講
師
　
木
南
満
蔵
氏
/
池
田
武
士
氏

受
講
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
者

申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
文
化
係
(
定
員
五
〇
名
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
)

心
身
障
害
者
の
た
め
の

無
料
生
活
・
医
療
相
談

区
で
は
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
か

た
や
、
ち
え
お
く
れ
の
か
た
の
た
め

の
、
無
料
相
談
を
、
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
生
活
や
医
療
の
こ
と
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
医
師
な
ど
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
十
月
七
日
(
水
)
　

午
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
受
付
け

場
所
　
区
立
千
寿
第
二
小
学
校
体
育

館
(
千
住
宮
元
町
六
-
一
)

相
談
内
容
　
医
療
/
補
装
具
/
手
帳

交
付
/
職
業
/
年
金
/
児
童
/
施

設
入
所
/
そ
の
他

問
い
合
わ
せ
先
　
各
福
祉
事
務
所
へ

〔
足
立
〕

八
八
八
-
三
一
四
一

〔
中
部
〕

八
八
九
-
一
四
八
一

〔東
部
〕六
〇
五
-
七
一
〇
一

犬
の
登
録
と
注
射

区
と
千
住
・
足
立
保
健
所
で
は
、

今
年
度
二
回
目
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
行
な
い
ま
す
。
お
近

く
の
会
場
で
ど
う
ぞ
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

。

▽
十
月
六
日
(
火
)
第
十
八
出
張

所
・
千
住
宮
元
町
千
住
神
社
境
内
▽

七
日
(
水
)
大
川
町
公
園
・
柳
原
神

社
境
内
▽
八
日
(
木
)
足
立
区
役
所

前
・
東
綾
瀬
出
張
所
▽
十
二
日
(
月

)
第
二
庁
舎
・
第
十
四
出
張
所
▽
十

三
日
(
火
)
第
十
九
出
張
所
・
保
木
間

氷
川
神
社
▽
十
四
日
(
水
)
梅
田

赤
不
動
境
内
・
第
十
七
出
張
所
▽
十

五
日
(
木
)
興
野
公
民
館
・
第
十
六

出
張
所
▽
十
六
日
(
金
)
島
根
鷲
神

社
・
第
七
出
張
所
▽
十
九
日
(
月
)

西
新
井
環
七
陸
橋
下
・
第
六
出
張
所

隣
り
児
童
遊
園
▽
二
十
日
(
火
)
第

九
出
張
所
西
新
井
大
師
駅
前
▽
二
十
一

日
(
水
)
第
十
五
出
張
所
・
本
木

西
氷
川
神
社
▽
二
十
三
日
(
金
)
足

立
保
健
所
◎
九
日
(
金
)
午
前
十
時

～
十
二
時
第
十
二
出
張
所
・
北
鹿
浜

町
北
野
神
社
、午
後
一
時
～
三
時
第

二
十
出
張
所
・
伊
興
町
つ
り
堀
前

犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
よ
う

十
月
二
十
六
日
、野
犬
お
よ
び
放

し
飼
い
犬
の
い
っ
せ
い
公
開
捕
獲
を

実
施
し
ま
す
。
足
立
・
千
住
保
健
所

施
設
ヘ
オ
ム
ツ
を
贈
り
ま
し
よ
う

区
役
所
福
祉
課

生
業
資
金
の
貸
付
け

一
般
の
金
触
機
関
か
ら
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
に
対
し
、

独
立
の
生
計
を
立
て
る
た
め
に
必
要

な
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

受
付
け
期
間
　
昭
和
四
十
五
年
十
月

二
十
日
～
二
十
四
日

貸
付
け
条
件
　
▽
貸
付
け
限
度
額
…

一
世
帯
二
十
万
円
　
▽
利
率
…
年
利

三
・
六
五
%
　
▽
返
済
期
間
…
据
置

期
間
六
か
月
を
含
む
五
か
年
以
内

申
込
み
先
　
区
役
所
福
祉
課
援
護
係

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

あ
な
た
の
愛
の
献
血
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

▽
十
九
日
(
月
)
本
木
小
▽
二
十

三
日
(
金
)
千
寿
第
三
小
▽
二
十
六

日
(
月
)
第
十
七
出
張
所
分
室
▽
三

十
日
(
金
)
北
千
住
駅
前

ご
注
意
!

に
せ
の
保
健
所
員

最
近
、
「
足
立
保
健
所
職
員
」
と

称
し
て
、
電
話
で
各
家
庭
の
主
婦
を

対
象
に
、
卑
わ
い
な
質
問
を
す
る
者

が
い
ま
す
。
保
健
所
で
は
、
電
話
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
っ
さ
い
し
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
ぞ
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ご
不
審
の
と
き
は
、
保
健
所
へ
。

足
立
保
健
所
　
八
四
〇
-
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
八
八
八
-
四
二
七
七
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